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沼津市で３年目となる「企業版リノベーションスクール」開講
6/25（木）にキックオフシンポジウムを開催
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　沼津市では、市内で事業を展開する企業が、これまでに培ったノウハウを活かし、事
業を通じて地域課題の解決に挑む「企業版リノベーションスクール＠沼津」に取り組んで
おり、今年度でいよいよ３回目を迎えます。

　今年度の始動にあたり、キックオフシンポジウムを開催し、「自社の強みをどう活かす
か？」「地域とともにどう成長するか？」など、まちが持つ可能性を探りながら、具体的な
実践に向けたヒントを深堀りしていきます。市外の方を含めたどなたでもご参加いただ
けます。ぜひ、お気軽にご参加ください！

　【前半】藤原印刷㈱・藤原隆充 氏が語る「挑戦の軌跡」
　今回のゲストにお迎えするのは、長野県松本市を拠点に、全国のクリエイターや本好
きから支持を集める藤原印刷㈱の藤原隆充さんです。掲げられたテーマは、「15年で0
から3億円。老舗印刷会社が挑戦した新市場開拓」。
　家業である老舗印刷会社に入社した藤原さんは、単に注文されたものを刷るだけでな
く、作り手のアイデンティティを形にする本づくり「クラフトプレス」を立ち上げました。さら
に、印刷工場を開放した体験型イベント「心刷祭」など、これまでの“印刷屋”の概念をひ
っくり返すような仕掛けを次々と形にしてきたのです。「自分たちの本当の強みは何なの
か？」「衰退していくと言われる業界の中で、どうやって新しい市場を切り拓いたのか？」
地方に生きる中小企業、そして老舗企業が生き残り、輝くためのヒントが得られるはず
です。
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【後半】まちのポテンシャルを掘り下げる、濃密なクロストーク
　後半は、このスクールの“伴走者”であり、全国各地で人と人、人と地域をつなぐ場づく
りを牽引してきたスクールマスターの青木純さんが登壇。藤原さんとのトークセッション
へと移ります。
　独自の視点で新しい市場を切り拓いてきた藤原さんと、地域の日常を豊かに変えるプ
ロフェッショナルである青木さん。お二人の実践知が交差したとき、一体どんな化学反応
が起きるのか。
「まちには、まだまだこんな可能性があるんじゃないか」
「企業と地域が手を組めば、もっと面白いことができるはず」
　自社の新しい可能性を探りたい経営者や事業担当者の方はもちろん、まちづくりに関
心のある方は、ぜひこの機会に足を運んでみてください。

【開催概要】
日時： 2026年6月25日（木）15:00〜17:30
会場： 沼津ラクーン３F（大手町３-４-１）
参加費： 無料
申込：　https://logoform.jp/form/uBGd/1537655
プログラム：
【前半】基調講演：藤原 隆充 氏（藤原印刷株式会社）
【後半】トークセッション：藤原 隆充 氏 × 青木 純 氏（スクールマスター）


